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◇ 物語を読み、心に残ったことを説明する（「読むこと」）
「登場人物の相互関係や心情、場面に

ついての描写を捉え、優れた叙述につい

て自分の考えをまとめる」（第５・６学

年｢読むこと｣）に関連する問題です。

誤答で多いものは、「３」(20.7 ％)で
す。人物の心情が情景描写に暗示されて

いることが捉えられず、「そよぎ」は

「音」、「火の海」は「激しい」と、安易

に関係付けて読む児童が２割います。

＜学習指導に当たって＞

登場人物の心情について、情景描写を基に捉える

物語を読んで心に響く叙述を取り上げ、その叙述を取り上げた理由を考えます。象徴性や暗示

性の高い表現、メッセージや題材を強く意識させる表現などに着目させ、自分の経験や知識と照

らし合わせて考えをもつことが大切です。（参照）「言語活動事例集」P59～60

◇ 目的や意図に応じて推薦する文章を書く（「書くこと」）
「自分の考えを明確に表現するため、文章全体の構成の効果を考える」（第５・６学年｢書くこ

と｣）に関連する問題です。

誤答で多いものは、「４」(30.4
％)です。紹介文から「よくかむ

こと」は取り上げて書いている

が、保健室の先生の話から「唾

液で口中をきれいに保つ」こと

を取り上げて書くことができな

い児童が３割います。

＜学習指導に当たって＞

目的や意図に応じて、文章の構成を考える

推薦文では、目的に応じて推薦する物事のよさを捉え、推薦理由を明確にして書くことが大切

です。そのためには、構成を工夫したり、他のものと比較して適切な内容を取り上げて詳しく書

いたりすることが大切です。また、多くの人に推薦や紹介をするためには、取材・構成・記述・

推敲・交流の段階で、相手に分かりやすい内容か、推薦理由が明確か、データに信頼性があるか

など、自分の考えを見直す場面をもつことが大切です。（参照）「言語活動事例集」P49～50

☆ 自分の考えが、どの叙述に基づいているのかを明らかにしながら表現させましょう。

☆ 自分の考えを広めたり深めたりする学習活動を指導過程の中に位置付けましょう。

＜県北地区の子どもたちは…＞

Ｂ２ 1(正答) 4 5 6 8 以外

県北 14.6 30.4 9.5 4.6 19.9 17.5

県 13.5 31.8 8.9 4.4 20.2 17.7

全国 13.5 31.7 7.9 5.9 17.2 18.7

【H30全国学力・学習状況調査Ａ問題 ４】

【H30全国学力・学習状況調査Ｂ問題 ２二】

＜県北地区の子どもたちは…＞

A４ 1 2(正答) 3 4 無解答

県北 2.6 69.9 20.7 6.6 0.2

県 2.7 70.8 20.0 6.4 0.1

全国 2.5 74.0 17.3 5.8 0.3


